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が Manchester School であった。
このように1815年の｢地主独占法｣は土地所有者の利益を保証するものであったため、これに対す






















議会進出が行われ、William Cobbett、Mark Philips、Thomas Hope、Samuel Jones Loyd(5)らが下院議
員に当選したが、反穀物法運動の拡大に直接影響を与えることは少なかった。











として Sliding Scale 法を容認する者、固定関税に賛成の者、という３種類の考えが混在していた。
この問題を解決するために努力したのが Richard Cobden であり理事会・財政委員会・実行委員会
のメンバーとして活躍し、反穀物法運動の３人の代表的指導者の１人としての地位を築いた。その
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動初年度の協会の Letter Book に穀物法反対運動を組織化するにあたっての Manchester 自由貿易主
義者の活動が記されている。それによれば各地の多くの新たな協会はその設立時に組織作りの基盤
とするために Manchester 反穀物法協会の規則のコピーを求めた。Manchester 反穀物法協会の会員
は運動推進のために、どのような問い合わせにも返答し、姉妹協会を援助するために多種類の宣伝
活動を実施して、中央本部的役割を演じていた(9)。
Manchester 反穀物法協会は翌1839年1月に Manchester において年次総会を開催することとなった
が、この総会に対し Glasgow 協会から参加希望があり、各地の教会も参加希望を持っているので








がここにスタートしたのであった。一方議会の Charles Villiers による1828年の Sliding Scale 法を審
議する動議の棄却も結成要因となり、1839年3月に各地の協会を統合し、永久的組織としての反穀


















































































次の講演者は Shearman で Birmingham の Voluntary Church Society の会長で Joseph Sturge に推薦され
た。しかし彼も同盟とうまくいかなかった。彼に割り当てられた地域に不満であった。そして
George Greig が Leeds の反穀物法協会の常勤事務員であったが採用され、1839年の春に Yorkshire の
Northumberland と Durhum で多くの活動をした。しかし時には感情的になり苦境に陥った。たとえ






に保護主義者は驚かされた。農業中央委員会は、The Anti-Corn Law Circular の発行部数がわずか数
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週間の内に最初の印刷の1.5倍に増大したこと、莫大な数の反穀物法の小冊子が農村地域を中心に
配布されたこと、約50町村に Paulton、Sidney Smith、Acland、Shearman らを初めとする多くの講師
を送り込んだこと、などを驚異をもって報告した(23)。
Chartist も自由貿易主義者の活動の妨害に加わり、保護貿易主義を擁護したのであった。Leeds























された。このとき St. Peter’s Field に空き地を所有していた Cobden が建設用地としてその土地の提
供を申し出た。この広場は、前述のごとく、1819年に穀物法廃止を要求した集会が開かれ、その集
会は合法的であったにも拘らず政府はこれを弾圧し多くの死傷者を出した Peterloo 大虐殺事件の現























も Rochdale の代表者の１人として出席していた。祝宴会で挨拶に立った同盟の会長 J.B.Smith はそ
の時失態を演じてしまった。1819年の St. Peterloo 事件の犠牲者への追悼の際、そのときの官憲の
威張った態度を激しく攻撃したのであった。敵対感情をむき出しにしたこの不要な挑発が穏健派の











の駅では Daniel O’Connell 議員の到着を数百人が大喝采で歓迎した。午後５時にはすでにホールの
座席は全て満杯になり、会長 J.B.Smith が Manchester の市長 Thomas Potter をはじめとする招待客を
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を救おうとする人々がたくさん存在するということに満足を感じます。紳士諸君、この不法な象徴、
イギリス人の奴隷根性、そして無知から逃げ出そう(32)。
続いて Carlow の協会員である Gisborne が、両院議会には自分たちの判断を大地主の論理に服従














次に登場したのは Suffork の若い土地所有者、Thomas Milner Gibson であり、Manchester の聴衆
の前に立ったのは初めてであり、その動機を穀物法に同じ疑問を抱く人々と協力するためと説明し、
保護主義者の論理を粉砕した(35)。
そのほか演壇に立った著名人として、自由貿易運動に大きく貢献した The Leeds Mercury 新聞の
Edward Baines,jun.、1838年９月の Manchester 反穀物法協会の結成に参加した Dr.Bowring、奴隷解
放支持者の George Thompson、「穀物法詩」の Ebenzer Elliott らを挙げることができる。


























きるであろう。事実、同盟の代表団は議会開催直後の3月 London にて Melbourne 首相をはじめとす
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